えどがわっ子食堂ネットワーク令和2年度第１回書面会議報告書

33団体36食堂のうち、２4団体26食堂からの回答の概要
（令和2年12月18日までに戻った回答）
【１．開催状況について】
開催（人数を絞るなど工夫の上で）　7食堂
お弁当などの配布に切り替え　　　　6食堂
休止　　　　　　　　　　　　　　 13食堂

【２．今後の予定について】
上記の回答で
開催・お弁当の配布に切り替えの食堂　そのまま継続予定　　13食堂
休止の食堂　　　　　　　　　　　　　開催未定　　　　　　13食堂

【３．コロナウイルスの影響を受けて】（詳細は議事録参照）
・休むことなく、感染対策をした上で活動継続
・いったん休止するも、感染対策（手洗い、消毒、検温、席の配置工夫、など）を徹底の上、再開した
・お弁当や軽食の配布に切り替えた
・ボランティアや参加者に高齢の人も含まれるので再開が難しい
・子どもたちは集まりたがっている。お弁当だけでも待っている子がいる
・クリスマスパーティーもできないので、何かプレゼント等、考え中

【４．子ども食堂の活動について】
別紙「議事録」をご覧ください。ご意見・ご質問の中から、事務局から回答できるものにつきまして、下記⇒に回答させていただきました。

・食べることを必要としている子どもたちはどこにいっているのか、本当に必要としている子どもとつながるにはどうしたらいいか
⇒多くの子どもたちが利用する中で、気になるお子さんに出会うこともあるかと思います。そんなときには、ぜひ関係機関につなげてください。下記に連携先をご紹介します。

【区で実施している食の支援事業】
　「おうち食堂」食事支援ボランティアが家庭に直接出向き、年間48回を上限に買い物から調理片付けまで行う事業です。
　「KODOMOごはん便」食の支援が必要な家庭へ、年間48回を上限に区内のお弁当屋さんが手作りのお弁当を届ける事業です。
どちらも利用にあたって、要件や審査があります。
詳しくは江戸川区のホームページをご覧ください。
https://www.city.edogawa.tokyo.jp/e049/kosodate/kosodate/kosodateshienjigyo/syokunosien.html
担当：児童家庭課成長支援係　03-5662-5039
【フードバンク等】
　　「生活困窮者自立支援」「ひとり親家庭支援」のために食品の無償提供を行っています。利用にあたっては、事前手続きが必要ですので、詳しくは下記の運営団体にお問い合わせください。
・フードネット江戸川　 　　 配布場所　松島3丁目　
　 　　　　　　　　　　　　 代表　堀田さん　090-8112-1571
・フードバンクジョイライフ　配布場所　一之江2丁目
　　　　　　　　　　　　　　代表　髙橋さん　090-3045-6282
・NPO法人らいおんはーと　 配布場所　鹿骨2丁目
代表：及川さん　090-3575-4279
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【なごみの家】
えどがわっ子食堂ネットワークの仲間でもある「なごみの家」では、なんでも相談を受け付けています。気になるお子さんがいるけれど、どこに相談したらいいかわからない、というときには、お近くのなごみの家にご相談ください。


【５．今後のネットワークの活動について】
別紙「議事録」をご覧ください。ご意見・ご質問の中から、事務局から回答できるものにつきまして、下記⇒に回答させていただきました。

・具体的なコロナ対策を知りたい
　⇒江戸川保健所に子ども食堂向けのお知らせを作成いただきました。別紙「保健所からのお知らせ」をご覧ください。

・区内でどの程度の食堂が再開しているのか知りたい
⇒【１．開催状況について】の通り

・食堂の中断により区の施策にも変動があるのか知りたい
　⇒児童家庭課成長支援係に問い合わせたところ、「おうち食堂」の利用については、大きな変動はないとのことでした。フードバンク事業では、新型コロナウイルスの影響を受け、ひとり親家庭などの利用が増えているとのことです。

・再開している食堂の提供の工夫を知りたい
　⇒各食堂の回答を参考にしてください

～書面会議へのご協力ありがとうございました～
